
 

 

 

 

 

 

Ⅰ  研究概要  

 本研究は，「総合的な学習の時間」を想

定した教科横断型 ESD 教材として，電

気自動車（以下，EV）を試作し，その教

育効果を様々な視点から検証することで

ある。近年，環境問題への意識の高まり

とともに地球温暖化 の原因となる CO2

の排出が無い EV が注目を浴びている。

しかし，教育現場で実際の EV を教材と

して扱うことは費用面等で不可能に近い。

そこで「総合的な学習の時間」において

扱うことが可能な EV を試作し，その製

作過程や試験走行を通して，教科横断型

の ESD 教材としての EV の  教育効果を

検証していく。  

 

Ⅱ  研究目的  

近年，環境意識の高まりの中，教育現

場においても環境教育というこれまでの

枠組みを超えた ESD に  関する様々な実

践の試みが始まっている。こうした背景

の中，2011 年，信州大学教育学部附属松

本中学校は，ユネスコ憲章に示された理

念を学校現場で実践すべくユネスコスク

ールへ加盟した。ユネスコスクールとし

て本校においても，持続可能な社会づく

りの担い手を育む教育の一環として，資

源物の回収や志賀高原での宿泊体験学  

 

 

 

 

 

 

習と共に，教科においても，ESD の考え

方に沿った教育活動を積極的に取り入れ

ている。しかし，総合的な学習の時間に

おいて ESD の考えに沿った実践例が少

ない。学級総合では， 学級担任の裁量に

任されている部分が大きく，体系づけら

れていない現状がある。そこで，総合的

な 学 習 の 時 間 に お け る 教 科 横 断 的 な

ESD 教材として， EV-電気自動車の開発

に取り組みたいと考えた。  

 

Ⅲ  研究の方法  

EV 製作にあたっては，動力源である

モーターを自動車用蓄電池または，乾電

池で動かしたいと考えている。 EV は，

その電気自動車の最大の弱点である航続

距離を，いかにして向上させるかという

技術課題に対して，数学，理科及び技術

の知識や技能を必然的に使う場面が生じ

ると考えられる。こうしたことからも，

生徒が， EV を製作する活動は，教科と

総合的な学習の時間に身に付けた資質・

能力を相互に関連付け，生活や学習にお

いてそれらが総合的に働き，課題を解決

するために必要な資質・能力の育成につ

ながるのではないかと考えるに至った。  

平成 29 年度，年間を通して，教材用 EV

を製作し，ESD に関するあらゆる視点か
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らこれらを評価し，他教科，とりわけ，

数学，理科及び技術で身に付けた資質・

能力を相互に関連付け，それらがどのよ

うに総合的に働くのかといった ESD 教

材としての検証及び評価を通して，総合

的な学習の時間における教材化に向けた

研究を進めていきたいと考えた。 今年度，

EV の車体と動力部分を製作する。また，

一部を３ D プリンターを利用して製作す

る。その製作過程における必要不可欠な

各教科の知識や技能を製作段階ごと精査

し，体系的にまとめる作業を行う（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ  授業の実際  

 

①実施日時：2017 年 10 月～ 2018 年３月  

（技術 20 時間  総合 10 時間）  

②実施場所：附属松本中学校第１学年 D

組（ 40 名）  

③授業概要  

■志賀高原（ユネスコパーク）環境学習

プログラム  

 志賀高原宿泊体験学習における環境学

習プログラムを体験し，ユネスコパーク

にある三角池が周辺道路の開発と，それ

に伴う自動車の排ガスによる影響から，

かつての透明度を失った事実に直面した

生徒たち。この体験から，生徒たちは，

経済成長と環境保全の両立をはかる活動

とはなにか，持続可能な社会を実現する

ために，技術が果たす役割はなにか，そ

して，ユネスコスクールの生徒として挑

戦しなければならないことに気付き始め

た。  

■ 3DCAD 3D プリンターを使用した自律

型ロボットの開発  

ロボットの制作過程では，４人１チー

ムになって生活や社会における技術的な

問題を見出し，課題を設定したり，協働

的にロボットを開発し，社会における技

術開発を模擬体験したりしていく。  

 

 

 

 

 

 

図 １ 教 科 横 断 型 ESD 教材 の 概 略  

図 ２  志 賀 高 原環 境 プ ログ ラ ム  

図 ４  生 徒 が 考案 し たサ ポ カ ー  

図 ３  サ ポ カ ーイ メ ー ジ   
引 用 ： h t t p : / / t o y o t a . j p /  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■電気自動車の制作  

 電気自動車を制作するにあたって，ま

ず必要となるものを教師の支援のもと，

生徒の考えやアイディアを共有した。そ

こで，どの教科から電気自動車制作にア

プローチができるか話し合った（表２）。 

 

これまでに各教科にて履修したことを

中心に，表にまとめ，自分が興味ある教

科からアプローチできるようにグループ

に分かれ，それぞれのグループが電気自

動車制作の第一歩を踏み出した。しかし

ながら，現段階においてできること，そ

うでないことは明確にしなければならず，

教師側で準備できるものは予め準備した。

例えば，モーター，コンピューター，ホ

イール，フレームなどが挙げられる。特

に，フレーム加工に関しては，専門的な

設備が必要なため，フレームは三重県津

市立一身田中学校の吉岡氏にサポートい

ただいた (図９ )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 科  内 容  

数 学  ・ 一 次 関 数  

理 科  ・ 電 池 の 性 能 を比 較 する 。  

技 術  ・３ DCAD・３ Ｄ プリ ン ター を 使 っ て 電 池

ボ ッ ク ス と 各 種ブ ラ ケッ ト の 設 計  

・ 車 体 の 組 み 立て  

社 会  ・ 市 内 を 走 る 電気 自 動車 の 調 査  

電 気 自 動 車 に 対す る イン タ ビ ュ ー  

美 術  ・カ ッ テ ィ ン グ マシ ー ンを 使 っ た ス テ ッ

カ ー 制 作  

・ Ｆ Ｒ Ｐ を 使 った ボ ディ ー 制 作  

図 ６  ３ D プ リ ン タ ーの使 用   

図 ７  自 動 運 転 を チ ー ム で 確 認 す る

３Ｄ－ＣＡＤ，３Ｄプリンターを使って

自 動 運 転 ロ ボ ッ ト を 完 成 さ せ る こ と が で

きた。今回の題材では，失敗とか反省はた

く さ ん あ っ た け れ ど 学 級 総 合 に つ な げ る

こ と が で き そ う だ と 制 作 し て い て 感 じ ま

した。例えば，ＣＡＤのことだってプラス

チックだけでなく，金属でもできるので車

のボディーや部品だってできるし，プログ

ラ ミ ン グ は よ り 本 物 の 車 に 近 付 け る た め

に必要な技術だと思います。ほら，電気自

動 車 に も の す ご く つ な が る じ ゃ ん 。 そ し

て，ＥＳＤにとってもつながる。電気自動

車を学級総合で制作したい。今回のロボッ

ト制作で学んだことは２つ。１つ目は，仲

間 と 協 力 し て 課 題 を 一 つ 一 つ 確 実 に ク リ

アしていくこと。２つ目は，技術で学んだ

ことをいかして，本物の自動車が作れるっ

て確信したことです。この題材は楽しかっ

た。今回は，あくまでも試作品。完全体は

学級総合で。  

図 ８  T 生 の 振 り 返 り  

図 ５  ３ DCAD を 使 用した 部 品 設 計   

表２  

図 ９  ア ル ミ フレ ー ム  



 理科・数学グループでは，1.5V のマン

ガン乾電池，アルカリ乾電池，ニッケル

水素乾電池に豆電球をつなぎ，市販電池

の性能比較をした。時間経過による豆電

球の照度の計測は，プログラミングの技

能を使って照度センサーの値をログ機能

を使って記録した（表３）。  

 

 

 

 

 

 

 

技術グループの生徒は，そのフレーム

に合う，ブラケットの制作に取りかかっ

た。３ DCAD・３Ｄプリンターを使って，

ロボット制作で培った知識とスキルを発

揮し，順調に各ブラケットを制作し，試

行錯誤を重ねながら評価・改善を図って

いる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術グループは，授業で制作した，キ

ーホルダーの低融合金（簡易鋳造）の知

識と技能を発展させ，ＦＲＰ成型に挑戦

し，カウルの試作を行った (図 12)。また，

文化祭ポスターの制作に使用したレタリ

ングの技能を発展させ，カッティングマ

シーンを使ったステッカー制作にも取り

組む予定である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ  成果と課題  

・ユネスコスクールの生徒として，ＥＳ

Ｄに取り組む意義や必要感をユネスコ

パークである志賀高原環境学習，教科，

総合的な学習の時間等を通して横断的

に学習することができた。  

・今年度は，電気自動車の試作まで授業

を終えたかったが，教師の教材研究不

足から，試作を完成させることができ

なかったことは大きな反省点である。  

・教科横断という視点において，制作途

上のため十分な検証ができなかった。

しかし，教科横断が目的でなく，解決

すべき課題に対して教科横断の必要性

がこの題材には十分にあるように感じ

た。来年度も研究を継続し，研究テー

マを明らかにしていきたい。  

図 10 ブ ラ ケ ッ ト を 設計す る 生 徒  

表３  

図 11 電 池 ブ ラ ケ ッ ト（左 ） 連 接 棒 固 定金 具 (右 ) 

図 12 FRP 成 型 に よ る カウ ル 試 作  


